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六
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森
喜
朗
内
閣
総
理
大
臣
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
金
正
日
総
書
記
に
対
し
親
書
を
送
っ
た
と
さ
れ
る
件

に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
二
年
九
月
三
十
日
付
け
東
京
新
聞
に
お
い
て
、
本
年
八
月
に
森
喜
朗
総
理
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
金
正
日

総
書
記
に
対
し
、
日
朝
首
脳
会
談
の
実
現
等
を
呼
び
か
け
る
内
容
の
親
書
を
送
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
月
一
日

付
け
朝
日
新
聞
等
で
も
同
様
で
あ
る
。

総
理
が
金
総
書
記
に
送
っ
た
と
い
う
親
書
は
、
「
金
総
書
記
と
パ
イ
プ
の
あ
る
韓
国
人
に
森
首
相
が
直
接
依
頼
し
た
」
（
九

月
三
十
日
付
け
東
京
新
聞
）
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
拉
致
疑
惑
や
ミ
サ
イ
ル
問
題
に
進
展
が
見
ら
れ
な
い
中
で
、
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
と
の
関
係
に
は
細
心
の
注
意
を
要
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
外
務
省
と
十
分
な
連

絡
・
調
整
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
親
書
が
送
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
外
交
の
一
元
性
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
、
我
が
国
の
国
益
を
大

い
に
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
。
し
か
も
、
親
書
送
付
の
仲
介
役
と
噂
さ
れ
る
人
物
が
「
北
韓
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
」
と
も
報
道
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
総
理
は
本
件
に
関
し
て
、
国
民
に
対
す
る
説
明
義
務
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

森
総
理
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
金
正
日
総
書
記
に
対
し
て
、
本
年
八
月
に
親
書
を
送
っ
た
事
実
は
あ
る
か
。
事

一



実
が
な
い
と
す
れ
ば
、
総
理
は
、
報
道
機
関
及
び
「
総
理
大
臣
が
親
書
を
送
っ
た
」
と
い
う
情
報
を
流
し
た
人
物
に
対
し

て
、
責
任
を
問
う
考
え
は
あ
る
か
。

二

親
書
を
送
っ
た
こ
と
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
総
理
か
ら
い
か
な
る
人
物
を
経
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ
親
書

が
手
渡
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。

三

親
書
は
誰
に
宛
て
た
も
の
な
の
か
。
親
書
送
付
の
目
的
は
な
に
か
。
相
手
に
は
既
に
受
領
さ
れ
て
い
る
か
。

四

総
理
が
親
書
を
送
付
す
る
に
あ
た
り
、
外
務
省
は
こ
れ
を
事
前
に
承
知
し
て
い
た
か
。
も
し
く
は
事
後
に
連
絡
が
な
さ
れ

た
の
か
。

五

今
回
の
、
正
規
の
外
交
ル
ー
ト
を
通
さ
な
い
総
理
の
親
書
の
送
付
に
関
し
て
、
外
務
省
は
い
か
な
る
見
解
を
有
す
る
か
。

六

総
理
は
、
米
国
在
住
の
韓
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
文
明
子
氏
と
面
識
が
あ
る
か
。
本
年
に
入
っ
て
総
理
が
文
明
子
氏
と

面
会
し
た
事
実
は
あ
る
か
。

七

総
理
が
、
本
年
七
月
十
五
日
昼
に
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
を
訪
れ
、
自
民
党
石
川
県
連
小
松
支
部
青
年
部
の
人
々
と
会

食
し
た
の
は
事
実
か
。
同
時
間
帯
に
ホ
テ
ル
内
で
、
他
の
人
物
に
会
っ
て
い
た
事
実
は
あ
る
か
。
そ
れ
は
誰
か
。

右
質
問
す
る
。

二


